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本
年
度
三
回
目
の
「
国
際
協
カ
ひ
ろ
ば
Ｉ
Å
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
」
が
八
日
、
大
阪
・
キ
タ
の
読
売
大
阪
ピ
ル
内
ヘ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
み
う
り
で
聞
か
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
哺
高

校
生
か
考
え
る
国
際
協
力
」
で
、
第
一
部
で
は
近
畿
、
中
・

四
国
の
高
校
生
十
二
人
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、

日
ご
ろ
授
業
や
暮
ら
し
の
中
で
考
え
た
意
見
な
ぷ
乞
発
表
。

　
「
視
野
を
広
く
持
っ
て
、
発
展
途
上
国
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
考
え
た
い
」
と
い
っ
た
真
剣
な
内
容
が
多
か
っ
た
。
第

二
部
は
質
疑
応
答
で
、
平
田
芦
・
関
西
Ｎ
Ｇ
０
．
（
民
間
活
動

団
体
）
協
議
会
議
長
と
中
山
喜
弘
・
外
務
省
経
済
協
力
局
政

策
謀
事
務
官
が
出
席
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
、
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
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「
私
た
ち
の
で
き
る
国
際
協
力
の

第
’
一
歩
」
　
　
疋
田
真
帆
子
さ
ん

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
批
判
の
当
時
も
日
本

は
最
大
の
貿
易
相
手
で
、
そ
の
国
の

多
く
の
人
々
が
何
を
求
め
て
い
る
か

に
鈍
感
だ
っ
た
。
し
か
し
、
素
晴
ら

し
い
話
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
の
大
飢
餓
の
援
助
に
向
か
う
ス

タ
ッ
フ
か
「
地
球
と
い
う
我
々
が
住

ん
で
い
る
長
屋
の
端
が
燃
え
だ
し
た

か
ら
」
と
答
え
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
こ
れ
が
国
際
協
力
の
大
切
な
精

神
。
地
球
規
模
で
考
え
行
動
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
。

　
「
環
境
破
壊
と
国
際
協
力
」

　
坂
田
裕
子
さ
ん
＠
・
林
麻
黄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
環
境
破
壊
、
特

　
　
　
　
－
ゝ
に
地
球
の
温
暖
化

＠

が
世
界
の
危
機
と

　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
れ
は
大
量
生
産
、

　
　
　
　
　
　
消
費
、
廃
棄
型
の

＠

文
明
が
、
二
酸
化

　
　
　
　
　
　
炭
素
を
出
し
す
ぎ

て
い
る
か
ら
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

転
換
が
必
要
と
思
う
。

　
先
進
国
は
地
球
シ
ス
テ
ム
を
超
え

て
生
度
胸
費
を
し
て
お
り
、
環
境
と

の
共
生
で
生
き
て
い
た
途
上
国
は
、

環
境
破
壊
で
生
活
の
パ
タ
ー
ツ
が
崩

さ
れ
て
い
る
。
途
上
国
が
開
発
を
進

め
れ
ば
、
温
暖
化
は
ま
す
ま
す
進
む

だ
ろ
っ
。
環
境
保
護
の
た
め
環
境
税

を
導
入
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ぶ
つ
‘

な
施
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
「
今
、
私
た
ち
高
校
生
に
で
き
る

こ
と
」
‐
‥
‐
‐
‐
‐
‐
’
ヽ
・
’
久
保
綾
さ
ん
‘

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
は
「
や
っ
て
あ
げ

ｅ

る
」
と
い
う
意
識

　
　
　
　
　
　
で
は
い
け
な
い
。

　
私
た
ち
の
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
は
、

昨
年
末
、
書
き
撮
じ
は
が
き
を
二
百

五
十
枚
集
め
る
と
、
タ
イ
で
一
人
の

子
が
中
学
校
に
通
え
ス
と
聞
き
、
学

校
内
に
呼
び
か
け
て
、
正
月
を
中
心

に
約
四
百
枚
集
め
た
。
私
た
ち
の
送

っ
た
は
が
さ
は
Ｉ
・
入
の
生
徒
の
一
年

分
の
奨
学
金
に
な
る
と
連
絡
が
あ

り
、
来
年
八
月
に
は
、
そ
の
子
か
ら

手
紙
が
来
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　
身
近
な
所
で
、
は
が
き
集
め
や
募

金
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
全
校
生
徒
に

広
め
、
活
動
の
規
模
を
大
き
く
し
て

行
き
た
い
。

　
「
災
害
に
お
け
る
救
援
活
動
に
つ

い
て
」
　
　
　
　
伊
藤
暁
子
さ
ん

　
　
　
　
　
ド
‘
’
昨
年
の
阪
神
大

　
　
　
　
　
　
震
災
で
、
私
た
ち

＠

の
学
校
も
周
囲
も

　
　
　
　
　
：
大
き
な
被
害
を
受

け
、
海
外
を
含
め
多
く
の
ホ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
救
援
を
受
け
た
。
特
に
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
救
援
が
目
立
っ
た
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｑ
と
は
日
本
か
ら
途
上
国
に

援
助
す
る
団
体
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
必
要
な
所
に
は
ど
こ
で
も
駆
け

つ
け
る
、
機
動
的
で
幅
広
い
活
動
を

す
る
団
体
と
知
っ
た
。
外
国
政
府
レ

ベ
ル
の
救
援
隊
も
多
か
っ
た
。

　
震
災
で
は
、
救
援
団
体
相
互
の
協

力
や
、
海
外
か
ら
の
受
け
入
れ
が
難

し
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

日
ご
ろ
国
際
協
力
に
無
関
心
だ
っ
た

私
た
ち
の
側
の
問
題
だ
と
恵
う
。

地
球
規
堡
・
ヽ
行
動
／
震
災
で
目
立
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
少
女
売
春
｛
″
実
態
学
ぶ

多い
ｰ
い?

０

－
な

Ｇ

－き

も
出
せ
な
い
の
で
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

　
φ
山
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
今
後
、
も
っ
と
社

会
的
に
認
め
５
ｎ
ス
ま
う
に
な
る
。
政

府
と
し
て
も
、
‘
補
助
金
を
出
す
制
度
を

作
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

Ｎ

－で

Ｑ

援

金穀

－災救

資

一火

点力に立自の性女廉錆朧朧
熱の入った発表に
拍手する高校生ら

　
１
１
災
害
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。
モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
大
火
で
日

本
政
府
は
何
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
ヘ
の
援
助
は
軍
部
に
金
が
流
れ

る
と
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん

が
批
判
し
て
い
る
が
、
ど
う
な
の
か
。

　
中
山
『
政
府
の
緊
急
支
援
は
、
人
命
』

に
か
か
わ
る
も
の
が
基
本
な
の
で
、
モ

ン
ゴ
ル
の
草
原
火
災
に
つ
い
て
は
な
に

も
し
て
い
な
い
と
思
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

ヘ
の
援
助
は
軍
事
政
権
が
ス
ー
・
チ
ー

さ
ん
を
解
放
す
る
ま
で
凍
結
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
人
道
的
援
助
を
始
め
て

い
る
が
、
こ
れ
は
病
院
建
設
や
看
護
婦

養
成
な
ど
で
、
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
の
主
’

張
は
当
た
ら
な
い
。

　
Ｉ
１
現
地
で
苦
労
し
た
点
や
喜
び

は
。

　
平
田
今
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
女

性
の
自
立
を
助
け
る
活
動
を
し
て
い

る
。
そ
れ
が
成
功
し
、
収
入
の
面
で
女

性
と
男
性
の
立
場
が
逆
転
し
た
。
そ
の

姿
が
目
に
見
え
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
Ｉ
Ｉ
・
依
然
と
し
て
男
女
差
別
が
あ
る

が
、
女
性
は
本
当
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
外
務
省

で
働
け
る
か
。

’
中
山
役
所
に
は
男
女
の
区
別
は
な

い
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
「
発
展
途
上
国
の
女
性

の
自
立
」
に
力
点
を
躍
い
て
お
り
、
女
性

職
員
を
た
く
さ
ん
入
れ
た
調
査
団
を
出

し
て
い
る
。
女
性
に
聞
か
れ
た
役
所
だ
。
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圖謹���　白JE的tfi動に感動現地の実情学んで
　
環
境
や
難
民
問
題
な
ど

で
、
皆
さ
ん
が
「
何
が
で
き

る
か
」
と
真
剣
に
考
え
て
、

自
主
的
に
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
。
実
行
し
て
お
り
感
動
し

た
。
単
に
金
を
送
る
の
で
な

く
、
自
分
を
発
見
し
、
自
分

か
ら
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

平田哲さん中山喜弘さん

　
国
際
協
力
に
関
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
激
し

た
。
今
後
、
函
さ
ん
の
ぶ
つ

な
若
い
方
に
Ｏ
’
Ｄ
Ａ
を
支
え

て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い

る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
額
は
一
一
兆
三

千
億
円
で
、
国
民
一
人
当
た

り
一
万
円
に
な
る
勘
定
。
援

兎
　
だ
が
、
情
報
が
偏
っ
た
も

の
に
な
。
っ
て
い
る
点
も
あ

る
。
図
書
館
な
ど
で
幅
広
い

デ
ー
タ
を
集
め
て
欲
し
い
。

私
た
ち
が
月
一
回
開
い
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
学
な
ど
に
参
加

し
て
幅
広
い
視
野
を
身
に
着つ

急

う
。
高
校
の
中

に
国
際
教
育
の

機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
と
感
服

し
た
。

助
の
種
類
は
円

借
款
、
無
償
資

金
協
力
、
技
術

協
力
の
三
つ

だ
。
　
発
表
の
中
で

「
日
本
の
援
助

は
ひ
も
付
き
」
と
の
批
判
が

あ
っ
た
が
、
円
借
款
で
日
本
’

企
業
が
請
け
負
っ
て
い
る
の

は
二
七
％
に
過
ぎ
ず
、
批
判

は
当
た
り
な
い
。
で
き
る
な

ら
ぱ
発
展
途
上
国
に
。
行
っ

て
、
現
地
の
実
情
を
学
ん
で

ほ
し
い
。

　
「
芦
屋
南
高
で
学
ん
だ
こ
と
、
そ

し
て
生
か
し
て
い
く
こ
と
」

　
　
　
　
　
島
村
美
奈
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
私
は
国
際
文
化

　
　
　
‘

’
科
の
三
年
生
。
二

疹

年
の
蒔
ク
ル
ー

　
　
　
　
　
・
プ
に
よ
る
「
地
域

研
究
」
の
授
業
が
あ
り
、
東
南
ア
ジ

ア
の
少
女
売
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
。

十
歳
く
ら
い
の
少
女
た
ち
が
麻
薬
や

コ
カ
イ
ン
に
侵
さ
れ
、
欧
米
や
東
洋

の
大
人
の
お
も
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る

生
々
し
い
実
唄
先
進
国
の
大
人
が

や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
シ
ョ
ツ

ク
だ
っ
た
。
キ
’
ュ
‘
Ｉ
バ
の
カ
ス
ト
ロ

議
長
に
つ
い
て
も
五
十
枚
以
上
の
リ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
。

　
高
校
生
は
学
び
、
考
え
、
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ

れ
が
行
動
を
起
こ
す
時
の
原
動
力
に

な
る
。

　
「
ア
ム
ダ
高
校
生
会
の
誕
生
と
今

後
」
　
　
　
　
　
岡
田
光
史
君

　
　
　
　
　
　
岡
山
市
の
Ｎ
Ｇ

　
　
　
ｙ
、
・
　
〇
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

一
大
ｍ
ｗ

ｗ

＾
ア
ジ
ア
医
師
達

　
　
　
　
　
絡
協
議
会
）
の
高

校
生
会
の
一
員
だ
。
会
は
昨
年
九
月

に
五
人
で
ス
タ
ー
ト
、
事
務
所
の
掃

除
や
倉
庫
の
整
理
を
手
始
め
に
、
だ

ん
だ
ん
具
体
的
な
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
、
ア
フ
リ
カ
と

三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
ア
ム
ダ

の
各
地
域
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
勉
強
し
た
。
自
分
は
旧
ユ
ー
ゴ
を

担
当
、
今
年
二
月
、
高
校
で
現
地
に
送

る
タ
オ
ル
を
募
っ
た
。
地
元
の
郵
便

局
も
協
力
し
て
く
れ
、
千
八
百
枚
を

送
り
重
宝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
礼
状

が
届
い
た
。
春
休
み
に
は
旧
ユ
ー
ゴ

ヘ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
、

破
壊
の
生
々
し
い
姿
を
見
て
き
た
。

　
こ
の
春
か
ら
は
、
中
国
・
雲
南
省

の
大
地
震
で
壊
れ
た
現
地
の
学
校
再

建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
も
十
二
人
に
増
え
た
。
県

内
の
高
校
、
中
学
、
小
学
校
約
七
百

五
十
校
に
手
紙
を
書
い
て
募
金
や
文

房
具
を
募
っ
た
。
先
月
は
街
頭
募
金

も
や
り
、
春
か
ら
全
部
で
五
十
万
円

に
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
い

ま
雲
南
の
現
地
に
入
っ
て
い
る
。

　
今
年
五
月
、
岡
山
で
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
高
校
生
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

高
校
生
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
助
成
金

な
ど
の
制
度
を
設
け
て
ほ
し
い
。

　
「
モ
ン
ゴ
ル
の
火
災
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
　
　
西
尾
洋
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
’
モ
ン
ゴ
ル
に
つ

　
　
　
　
哨
　
い
て
興
味
を
持
っ

＠

た
の
は
テ
レ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
で
小
さ
な
少
年
が

羊
の
群
れ
を
追
う
姿
を
見
て
か
ら
。

今
年
二
月
、
八
万
平
方
♂
も
の
草
原

と
森
林
を
焼
く
大
火
災
の
二
す
Ｉ
ス

を
聞
き
胸
が
痛
ん
だ
。
日
本
な
ど
他

国
か
ら
、
消
火
の
手
伝
い
は
で
き
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
被
害
は
三
十
七
億
米
Ｊ
″
で
い
国
民

総
生
産
の
四
倍
に
も
な
る
と
い
う
。

国
の
再
建
は
大
変
だ
。
多
く
の
国
が

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

　
主
催
読
売
新
聞
大
阪
本
社

読
売
テ
レ
ピ
国
際
嘔
刀
事
旋
回

関
西
支
部
大
阪
府
国
際
交
流
財

団
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
普

一
及
協
会

一
　
後
援
近
畿
郵
政
局
関
西
Ｎ

一
Ｇ
Ｏ
協
議
会
大
阪
府
高
等
学
校

一
国
際
教
育
研
究
会
報
知
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「
自
分
の
目
で
見
た
ネ
パ
ー
ル
」
　
を
通
わ
す
手
段
と
思
っ
た
。

そ
く
で
多
く
の
痴
が
奪
わ
れ
た
日
本

の
大
気
汚
染
の
こ
と
が
思
わ
れ
た
。

　
地
方
に
行
く
と
、
水
も
空
気
も
澄

ん
で
い
た
。
川
で
謳
を
楽
し
み
、

望
の
下
で
歌
い
、
踊
尺
笑
い
あ
っ

た
。
歌
や
笑
顔
は
国
境
を
超
え
、
心

ド

j拠

紀〉
/

旧

－1

―
。
「
一
に
タ
オ
ル
マ
ｙ
身
ｌ
な
こ
と
。
一
一
一
ら

日
本
の
　
文
化
祭
で
バ
ザ
ー
を
開
き
、
使
用

公
害
の
体
験
を
、
開
発
を
目
指
す
国
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
回
収
を
進

々
が
同
じ
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
伝
え
め
て
き
た
。
六
万
円
稼
ぐ
の
は
難
し

る
W.｜

l_

　
。
　
　
佐
伯
八
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　
国
際
研
究
部
で

　
　
　
　
　
実
現
可
能
な
取
り

＠

組
み
を
探
し
フ
ォ

　
　
　
　
。
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

参
加
し
た
。
国
際
的
な
里
親
と
し
て
、

途
上
国
の
子
に
貝
金
援
助
、
教
育
と

生
活
を
保
障
す
る
も
の
で
、
四
年
前

か
ら
ボ
リ
ビ
ア
の
九
歳
の
少
年
、
ラ

モ
ス
君
に
年
間
六
万
円
を
送
っ
て
い

る
。

く
、
全
校
へ
、
周
り
の
ス
ー
パ
ー
、

銀
行
、
郵
便
局
な
ど
へ
と
運
動
を
広

げ
て
い
る
。
・
途
上
国
の
一
人
の
子
供

を
支
援
す
る
と
い
う
小
さ
な
】
歩

だ
が
、
こ
の
責
任
を
必
ず
果
た
し
た

い
。

　
「
私
た
ち
の
考
え
る
国
際
協
力
」

　
　
　
　
　
　
中
島
奈
奈
さ
ん

　
　
　
　
　
　
チ
ペ
ッ
争
東
部

　
　
　
認
Ｉ
の
高
原
で
猛
吹
雪

＠

の
た
め
氷
点
下
四

　
　
　
　
・
十
度
を
下
回
り
五

十
八
が
死
亡
、
一
万
六
千
人
が
凍
傷

を
負
っ
た
時
、
あ
る
女
性
の
呼
び
掛
い
る
物
も
良
く
な
い
。
だ
が
、
精

け
で
食
料
、
燃
料
、
医
薬
品
が
送
　
　
　
　
　
　
　
神
的
、
人
間
的
な

れ
た
こ
と
を
新
聞
で
読
ん
だ
。
こ
　
　
　
　
。
応
　
　
面
で
は
、
身
内
や

い
う
国
際
協
カ
も
あ
φ
こ
知
っ
た

心

一
〇

一

友
人
以
外
に
無

　
日
本
は
今
は
裕
福
だ
。
小
さ
く
な
　
　
　
　
　
　
関
心
な
私
た
か
ぶ

っ
た
服
を
送
り
、
使
用
済
み
テ
レ
ホ
り
豊
か
。
み
な
手
を
取
り
合
っ
て

ン
カ
ヽ
・
‘
ド
を
集
め
て
医
薬
品
に
恋
死
生
き
て
お
り
、
途
上
国
を
見
習
わ

る
な
ど
ｙ
ぐ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は

何
か
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
意
識
の
転
換
を
図
り
、
世
界
が
何
を

ち
が
届
け
ば
、
相
手
も
何
ら
か
の
形
求
め
て
い
る
か
に
目
を
向
け
て
行

で
気
持
か
乞
表
し
て
く
れ
る
。
そ
う
き
た
い
。

い
う
甲
か
ら
信
頼
し
あ
え
る
間
柄
に
　
日
本
に
も
貧
し
い
時
代
が
あ
っ

な
れ
ス
亙
刄
う
。
　
　
　
　
。
。
た
。
多
く
の
国
に
助
け
公
い
て
経
済

　
「
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
埋
め
て
い
大
国
に
な
っ
た
恩
を
忘
れ
ず
、
途
上

こ
う
」
　
　
　
　
木
村
清
華
さ
ん
国
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う

　
途
上
国
は
食
物
は
咀
末
で
、
着
て
れ
し
い
。
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